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Ⅰ．はじめに 
わが国では、自殺者が年間 3万人を超え、労働者の自殺も増加している。このような中、 

仕事や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスを感じる労働者の割合が 6割を超え、精神障

害に係る労災認定件数が年々増加するなど、労働者のメンタルヘルス対策は重要な課題となって

いる。そこで、心の健康について理解ある職場風土を啓発することを目指した、うつ・自殺予防

の健康教育を、管理職職員を対象に実施し、健康教育の評価を行ったので報告する。 
Ⅱ．目的 
心の健康について理解ある職場風土の醸成をめざした効果的な健康教育のありかたの示唆を得

るために、管理職職員を対象にうつ・自殺予防の健康教育を行い、受講者に対してアンケートを

実施し、健康教育の満足度を調査するとともに、教育を構成する要素の何が、受講生の研究満足

度に影響を与えているかを探ることを目的とした。 
Ⅲ．研究方法 
１．対象企業 
 対象企業は、社員数約 750名の製造を主業務とする、壮年期男性の労働者が多いA 企業である。 
２．健康教育の概要 

 健康教育は、11 月下旬から 12 月上旬にかけて、同じ内容で対象者を代えて 4 回実施した。

健康教育の講師は本研究プロジェクトの看護学科教員２名が担当した。１回の健康教育の時間

は 60 分とし、内容は「職場におけるメンタルヘルス」と題し、メンタルヘルス支援が必要な背

景、我が国のメンタルヘルス対策、疾患理解（職場で問題になるメンタルヘルス不全としての

うつ病・統合失調症等）、職場におけるメンタルヘルス対策、とした。受講対象は、主に管理職

職員とし、健康教室の周知および受講者の募集は A 社が実施した。 
３．調査・分析方法 

  アンケートは無記名自記式とし、健康教育終了後にその場で記入を求め回収した。アンケー

トの内容は、参加による満足度、研修会への参加度（積極性）、内容のわかりやすさ、内容が役

に立つか、メンタルヘルスの講義を受けることの重要度、ストレスコントロールの必要性、参

加後の心の状態、学んだ内容を他者に伝えたいか、の８項目とし、とても、まあまあ、どちら

ともいえない、あまり、全くの５段階で回答を求めた。分析は、満足度を目的変数に、その他

の項目を説明変数にして CS（Customer Satisfaction）分析を行った。CS 分析とは、主に市場

調査で用いられている分析手法であり、顧客の満足度に影響を与えている要因や改善要因を探

るために行われる。近年は教育の評価にも有用であるとの知見が蓄積されつつある分析手法で

ある１～２）。統計処理には統計ソフト Excel 品質管理（エスミ（（株））を用いた。 
Ⅳ．結果 
  アンケートの回収数は 152 であった。研修会の参加による満足度では、「とても満足している」



が 39 人（25.7％）、「まあまあ満足している」が 94 人（61.8％）、「どちらともいえない」が 15
人（9.9％）、「あまり満足していない」が 4 人（2.6％）、「全く満足していない」が 0 人であっ

た。満足度に相関の高い項目は、「メンタルヘルスの講義を受けることの重要性」、「研修会の内

容の有益性」、「学んだ内容を他者に伝えたいか」の 3 項目であった。これらは「重要維持項目」

に位置付けられた。満足度は高いが影響度が小さい、すなわち「現状維持・検討項目」に位置

付けられたのは「内容のわかりやすさ」であった。また、満足度が低く、影響度も小さい項目

は「自分にとってのストレスコントロールの必要性」、「研修会参加の積極性」、「参加後の心の

状態」の 3 項目であった。評価項目改善度が最も高かった項目は、「参加後の心の状態」であり、

次いで「内容が役に立つか」であった。 
  自由記載による感想・意見では、「風通し（話しやすい）の良い職場環境を作っていく様にし

たいと思う。」、「うつ病は、重要であり、自分は職場内でのコミュケーションを大切にしたい」、

「とても良い講習だと思います。定期的に開催してもいいのではないでしょうか」、「うつ病、

新型のうつ病、適応障害等わかりやすく説明があったので良かった 監督職だけでなく全員に

研修をした方が良いと思う。」等の記載があった。一方で、「色々なケースを具体的に聞かせて

欲しい」、「一般的な話しとしては分かるが実際どうすればいいのかを聞きたかった」、等の記載

があった。 
Ⅴ．考察 

本研究では、研修会の参加による満足度が、「とても満足している」、「まあまあ満足している」が、

あわせて 8 割を超えていることから受講者の満足度は高い健康教育であったと言える。平均値が高

くかつ満足度との相関が高かった項目は、「メンタルヘルスの講義を受けることの重要性」、「研修会

の内容の有益性」、「学んだ内容を他者に伝えたいか」の 3 項目であった。このことから、本人がメ

ンタルヘルスの講義を受けることの重要性を強く認識し、内容が役立つものであると認識すること

が、満足度を高める要因につながると考えられた。今回は管理監督者を対象に健康教育を行ったが、

管理監督者が自らのメンタルヘルス対策のために、そして組織マネジメントとしての部下のメンタ

ルヘルス対策としての重要性が認識でき、実際の場面で役立つ教育をすることが重要であるといえ

る。また、平均値が高く満足度と高い相関があった項目に、学んだ内容を他者に伝えたいと思う気

持ちがあげられたことから、満足感という心が動く体験をすることが他者への伝達意欲の契機につ

ながることが考えられた。うつ・自殺予防の健康教育で学んだ内容が人から人へ伝わりあうことで、

受講者を越えてより多くの人々にメンタルヘルスに関する興味・関心が涵養される効果が期待でき、

このことは、心の健康について理解ある職場風土の醸成につながる可能性があると考えられた。 

一般的に、満足度が高い健康教育は教育効果が高いことが知られている。今後は、本人のレディ

ネスやストレスの状況等、個人の属性の違いによるに満足度の分析等も行っていく必要がある。ま

た、本研究で得られた知見をもとに、改善を加えた、うつ・自殺予防健康教育を行い、さらにアン

ケート項目を精査しつつ、分析を加え、心の健康について理解ある職場風土の醸成のために、より

教育効果の高い健康教育を模索する必要がある。 
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